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はおやすみ ※能登川館は開館しています。 

あたらしい本のなかから… 

 ２０２３ねん  

２がつごう 

としょかんカレンダー   ２月 

『フライパン ヤァ』加藤休ミ／文 

〈講談社〉えほん 

●○能登川
の と が わ

図書館
と し ょ か ん

○● 

おひざでだっこのおはなしかい ２/３（金）10：30～ 

 おはなしタイム 毎週
まいしゅう

土曜日
ど よ う び

 2：30～ 

 ライブラリーシアター ２/２６（日）2：00～ 

「おばけのてんぷら」（24分） 

 ♪ 加藤休
か と う や す

ミ クレヨン絵本
え ほ ん

原画展
げ ん が て ん

 ２/１９日（日）まで 

●○五個荘
ご か し ょ う

図書館
と し ょ か ん

○● 

おひざでだっこのおはなしかい ２/１６（木）10：30～ 

おたのしみおはなしかい２/４（土）、１８（土）、２５（土）  

11：00～ 

ミニ映画会
え い が か い

 ２/２６（日）10：30～「ぞうのババール」（24分） 

 

 のとがわ・ごかしょう 

東近江市立能登川図書館 TEL ０７４８－４２－７００７ 
東近江市立五個荘図書館 TEL ０７４８－４８－２０３０ 

ボボボと  火
ひ

をつけて、  

あつあつのフライパンで 何
なに

を つくろう？ 

スィーン スィーン ベーコン、コロコロコロ 

コロール コンガリコーン・・・・・・ 

いろんな たべものの、おいしい 音
おと

が  

いっぱい！ 



『学校
がっこう

が大
だい

好
す

きアクバルくん』   えほん 

長倉 洋海／著 〈アリス館〉 

ともだち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

① ねながらジャンケンをするときに出
だ

すのは？ 

② いつも、すこしだけわらっているのは、なに屋
や

さん？               （『だじゃれなぞなぞ』 おだ 辰夫／著 小学館 より） 

アフガニスタンという国
く に

で、山
や ま

の高
たか

いところ

にある学校
が っ こ う

に かよっている 1ねんせいの

アクバルくん。 

だいすきなえんぴつをつかって、いっしょう

けんめい べんきょうしているよ。 

アクバルくんのいちにちを見
み

てみよう。 

あらたちゃんのうちのちかくに ひっこしてきた 

しげちゃん。いっしょのほいくえんに かよいます。

おしゃべりをしない しげちゃんのことを しんぱい

するあらたちゃん。ふたりはゆっくり、すこしずつ 

なかよくなっていきます。 

『となりのしげちゃん』 ちしき            

星川ひろ子/写真・文  〈小学館〉 

『ともだち』     えほん         

谷川俊太郎／作 和田誠/絵〈玉川大学出版部〉 

ともだちって どんなひと？ 

おかあさんや おとうさんにも いえないことを 

そうだんできるひと。 

いっしょに かえりたくなるひと。 

けんかしても すきなものがちがっても 

あったことがなくても ともだちは ともだち。 

わかるかな？「なぞなぞ」※こたえはしたにあるよ！ 

クイズのこたえ ①グー  ②クスリ屋さん 

『こっそり おてがみ』  よみもの            

内田麟太郎／ぶん 福田岩緒／え 〈草土文化〉 

山
やま

の小川
お が わ

の中流
ちゅうりゅう

に、ひとりぼっちの         

タヌキが くらしていました。          

友
とも

だちがほしいと 思
おも

っていましたが、       

口
く ち

をきくのが とてもはずかしいのです。     

ある日
ひ

、タヌキは はっと ひらめきました。       

「そうか。てがみを 出
だ

せばいいんだ！」 


